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旭 捕･ 一･

ハ ワ イにおけ るサ トウキ ビの検 疫

野 原

(琉 球 櫓 物

ノ､ワ･1.におけるサ トウキビの検疫についての資料を得

たので紹介する.

A サ トウキビ齢の導入と検疫

i) -ワイへサ ヤウキCi'苗を輸入する場合,発送地で

は短時間の温湯処理 (!520C 20分)を行ない,有機水銀

剤の溶:液に浸適したあと,苗の切口にワヅクスをつけ品

種別にワックス紙に包む.その後箱につめて梱包とし,

航空便で発送する.

2) -ワイでは輸入されたサ lトウキビ苗はモロカイ烏

へ運ばれ,そこに設置された検疫室で桐包を解 く.検接

室は柄宵虫の逸散を防ぐ･ための設備がなされている.班

入口の通路には中間 に暗い間をはさみ両方に験をつけて

ある.これは害虫の適光性を利用して飛散を防ぐためで

ある. 押出は検疫室の rJl慨;で検査 し, 柄欝の疑いのあ

るものや,相浦した根毛等を除 く.鯉全曲は再び短時間

の温さ各処瓢を行ない,さらに有機水銀剤 (フェ･ニールマ

-キ1･J.リ･yグアセテ- ト 100/Oの400倍液)に漫演殺菌し

たあと,あらかじめメテールブロマイドで消毒して準備

し･た忠の入ったポットに絶えつける.

3) 5カ月後,茎を刈取 り短時間の鼠沼,･処理と水銀剤

況損を行なった後航えかえる.

観た付けた I伽 ;発芽すると班 っ1=茎集や株出しはメテー

ルブロマイドでくん蒸消轟したあと廃棄する.

4) さらに 6カ月後(吸初の離職の植付時より11カ月)

茎をか り取 り, 先の方は短時間,基部は長時間 (50oC

2時間)の塩溶処理 と水銀剤波浪をほどこし.,検疫圏域

に植え付ける.

堅 世

防 疫 所)

5)･ ユ年間検疫圃場で栽培する.

6) 6週間ごとに検査する.

フ)･ 23カ月間観察 し,新病欝虫の発生が認められない

場合隔離検疫を解除し,それぞれの目的によって使用す

ら.

日) 残った茎葉及び土などはすべて,メチ-ルブロマ

イ ドで くん蒸するかまたは焼軌 温場浸墳 (70oC以上

30分)を行ない処分する..

B.. 種子の導入と検疫

i) -ワ･1-ナ ナクキビ薗量子を輸入する場合発送地で

は郁子はづ患化か ノ.レyクムの小袋 と共.にプラスチ ックの袋

に入れる.塩化カルV ウムはプラスチ ック袋内の滞度を

吸収;して低i_5!,度に保つのに役立つ.

包装きれた種子は航空便で目的地向け送付する.

.2) -rjイで受取った種子はあらかじめ昇訴水 1,000

倍液につけた布袋の中でプラスチ ック袋をあけ,それに

そのま 浸ゝ滅する.

3) 昇廉5,000倍の温湯に種子を移し,5･OoC20分で処

製だする..

4)･ 水洗して親蘭土にまく.

5) 適当な大 きさに生育した嶋,検疫室の排に移魔す

る.

6) 6カ月後,苗は検虹団塊に植え付ける..

7) 種子として導入され,検疫闘場で簡成された突生

菌は庶菌が得 られるよう充分成長した噂,検疫が解除き

れ'Tn.


